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研究課題名 細胞内及び膜界面の分子を可視化する新手法の創案と展開

研究の概要等 本研究では生きた細胞内及び膜界面の分子を可視化する新手法の創案と開発を目

的とする．ここで分子を可視化（ ）することは，今まで見ることがmolecular imaging

できなかった，生きた細胞内や，膜界面での特定の分子や官能基の位置，濃度を，

時間・空間分解して観察できるようにすることである／ ．”Seeing what was unseen”

本申請期間中に次の の研究目的を達成する．I, II, III

細胞内・細胞間複数種の情報分子の時空間同時可視化解析I.

細胞内オルガネラ局在蛋白質の可視化検出法II.

及び糖鎖配列の可視化決定法III. DNA
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研究期間 平成１５年度～１９年度（５年間）

研究経費 平成１５年度 平成１６年度 平成１７年度 平成１８年度 平成１９年度 合計
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